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本書は15世紀初めにアムール河最下流域のヌルガンに中国の明朝によって建てられた
永寧寺の遺跡の発掘と，そこに立てられた石碑に刻まれた碑文の研究を内容としてお
り，300枚に及ぶ発掘品等写真・図版とその解説からなっている。
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